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平成25年度
一般会計予算
373億5000万円

第１回定例会
　

平
成
25
年
第
1
回
定
例
会
は
、
2
月

4
日
か
ら
2
月
27
日
ま
で
の
24
日
間
開

催
さ
れ
、
提
出
議
案
37
件
に
つ
い
て
審

議
さ
れ
ま
し
た
。

　

内
容
と
し
て
は
、
委
員
会
提
出
に
よ

る
条
例
2
件
、
規
則
1
件
、
市
長
提
出

に
よ
る
人
事
案
件
2
件
、
条
例
7
件
、

一
般
議
案
5
件
、
平
成
24
年
度
補
正
予

算
10
件
、
平
成
25
年
度
当
初
予
算
10
件

で
あ
り
、
す
べ
て
の
議
案
が
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

2013.2トピックス

　平成 25 年度の一般会計当初予算は、前年度対比 2.7％減となりました
が、市長から施政方針として、以下の趣旨の提案理由が説明されました。
　歳入は、その根幹となる市税収入が回復せず、引き続き財源不足とな

る見込みです。このため、臨時財政対策債、適債事業の活用及び財政調整基金からの繰り入れにより財
源不足の調整を図りました。歳出は、継続事業の武蔵中学校の校舎改築工事、子ども医療費の入通院無
料化を中学校 3年生までとするなど、事業の継続性、公約事業の実現化等を考慮し編成しました。

予　算

一
般
会
計

討　
　

論

反
対
討
論
（　
　
　
　
　
　
　

）

日
本
共
産
党

入
間
市
議
会
議
員
団

　

長
引
く
不
況
の
中
で
市
民
生
活
は
ま
す

ま
す
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。
働
く
人
の
所

得
は
最
高
時
に
比
べ
1
世
帯
当
た
り
102
万

円
減
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
大
企
業
の
経

常
利
益
は
1.6
倍
、
内
部
留
保
は
267
兆
円
に
。

デ
フ
レ
不
況
の
最
大
の
要
因
は
企
業
の
収

益
が
上
が
っ
て
も
働
く
人
の
所
得
に
つ
な

が
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　

国
の
悪
政
か
ら
市
民
を
守
る
た
め
に
、

国
の
言
い
な
り
で
は
な
く
住
民
の
立
場
で

国
に
意
見
を
あ
げ
る
べ
き
。
25
年
度
予
算

で
は
、
共
産
党
市
議
団
が
一
貫
し
て
求
め

て
き
た
子
ど
も
医
療
費
中
学
卒
業
ま
で
の

無
料
化
や
学
校
耐
震
化
の
前
倒
し
、
国
保

会
計
へ
の
繰
り
入
れ
な
ど
、
市
民
の
要
望

が
一
部
反
映
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の

他
の
課
題
で
懸
念
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
以

下
、
具
体
的
に
反
対
の
理
由
を
指
摘
す
る
。

　

①
行
政
改
革
長
期
プ
ラ
ン
。
②
65
歳
以

上
の
個
人
市
民
税
の
年
金
天
引
き
。
③
証

券
優
遇
税
制
に
よ
る
市
民
税
の
徴
収
。
④

埼
玉
西
部
消
防
組
合
負
担
金
。
⑤
道
路
橋

り
ょ
う
費
。
⑥
商
工
業
振
興
費
の
特
定
地

域
工
場
設
置
事
業
等
補
助
金
な
ど
。

賛
成
討
論
（
保
守
系
入
間
）

　

国
の
新
年
度
予
算
編
成
が
大
幅
に
遅
れ

て
い
る
状
況
か
ら
、
入
間
市
の
一
般
会
計

予
算
が
緊
縮
的
な
予
算
と
な
る
こ
と
は
、

や
む
を
得
な
い
と
理
解
す
る
。
市
税
等
の

自
主
財
源
は
僅
か
な
が
ら
増
加
の
見
込
み

で
、
国
の
経
済
対
策
等
を
勘
案
す
る
と
適

正
な
予
測
と
評
価
す
る
。
地
方
交
付
税
は

適
正
な
見
込
み
と
考
え
る
が
、
需
用
額
の

減
額
に
対
し
て
は
早
急
な
検
討
を
要
す
る
。

武
蔵
中
第
2
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
一
部
売
却
等

公
有
地
の
売
却
は
、
代
替
え
条
件
等
の
確

実
な
実
施
を
前
提
と
し
て
、
や
む
を
得
な

い
と
考
え
る
。
埼
玉
西
部
消
防
組
合
に
は
、

市
民
の
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
大
き

く
貢
献
す
る
組
織
と
な
る
よ
う
期
待
す
る
。

　

財
政
調
整
基
金
の
残
高
約
8
億
1
千
万

円
や
、
水
道
事
業
会
計
へ
の
償
還
金
3
億

円
の
返
済
先
送
り
は
、
大
き
な
不
安
要
素

で
あ
る
。
歳
入
予
算
が
確
実
に
確
保
さ
れ

る
の
か
状
況
を
逐
次
捉
え
な
が
ら
予
算
執

行
さ
れ
る
よ
う
望
む
。
平
成
25
年
度
の
財

政
運
営
は
多
難
と
思
わ
れ
る
が
、
新
た
な

息
吹
が
感
じ
ら
れ
る
市
政
運
営
を
期
待
し

本
予
算
に
賛
成
す
る
。
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（億円）0　 市税 その他市債国庫支出金地方交付税繰入金 県支出金諸収入繰越金 地方譲与税

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

140

150

160

民生費 土木費衛生費 教育費総務費 公債費 その他

5

10

15

20

25

30

60

220

230

210

200

40

35

50

45

55

130

120

110

25億6,511万9千円
6.9%

その他の内訳
　分担金及び負担金、使用料及び手数料、
　財産収入、寄附金、利子割交付金、
　配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金、
　地方消費税交付金、ゴルフ場利用税交付金、
　自動車取得税交付金、国有提供施設等所在
　市町村助成交付金、地方特例交付金、
　交通安全対策特別交付金 

その他の内訳
　議会費、労働費、農林水産業費、
　商工費、消防費、諸支出金、予備費 

7億3,218万5千円
2.0%

3億2,300万円 
0.9%

6億円 
1.6%

3億6,060万円
1.0%

15億1,450万円
4.1%

205億4,525万7千円
55.0%

19億6,582万9千円
5.3%

50億925万3千円
13.4%

32億3,017万6千円
8.6%

30億6,920万円
8.2%

29億2,090万4千円 
7.8%

46億8,177万3千円
12.5%

48億5,086万5千円
13.0%

34億1,373万6千円
9.1%

30億5,696万6千円 
8.2%

158億6,063万7千円
42.5%

市税負担額 市民1人あたり　13万6,634円
1世帯あたり　　33万5,915円

市民1人あたり　24万8,392円
1世帯あたり　　61万673円 

平成25年1月1日現在　人口150,367人　世帯数61,162世帯

一般会計予算 自主財源237億4,211万8千円　　依存財源136億788万2千円

平成25年平成23年 平成24年
25年度 歳入

総額373億5000万円

25年度 歳出
総額373億5,000万円
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反
対
討
論（
み
ら
い
市
民
ク
ラ
ブ
）

　

子
ど
も
医
療
費
の
支
給
対
象
拡
大
に
つ

い
て
、
予
算
に
影
響
す
る
形
で
条
例
改
正

案
に
対
す
る
修
正
案
を
提
出
し
た
。
主
張

の
一
貫
性
の
確
保
等
の
観
点
か
ら
、
関
連

す
る
当
該
予
算
案
に
つ
い
て
も
反
対
す
る
。

当
該
事
業
に
か
か
る
財
源
調
達
見
通
し
の

速
や
か
な
明
示
を
強
く
望
む
。

　

な
お
、
こ
れ
以
外
の
部
分
に
つ
い
て
は
、

以
下
の
指
摘
事
項
を
付
す
る
も
の
の
、
お

お
む
ね
了
承
す
る
。

　

指
摘
事
項
は
、
非
常
に
厳
し
い
危
機
的

な
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
①
施
策
選
択
、

財
源
配
分
に
か
か
る
「
優
先
順
位
付
け
」

の
見
直
し
、
②
学
校
教
育
の
さ
ら
な
る
充

実
、
③
「
負
担
と
給
付
」
の
見
直
し
と
市

民
合
意
の
形
成
努
力
、
④
財
政
健
全
化
、

行
財
政
改
革
の
着
実
な
推
進
、
⑤
8
年
程

度
の
期
間
に
わ
た
る
「
中
期
財
政
計
画
」

の
速
や
か
な
策
定
、
の
5
点
。

賛
成
討
論（
公
明
党
入
間
市
議
団
）

　

昨
年
12
月
に
自
公
政
権
が
発
足
し
、
長

引
く
デ
フ
レ
経
済
の
脱
却
を
最
優
先
に
緊

急
経
済
対
策
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
結
果

と
し
て
、
為
替
レ
ー
ト
も
円
安
傾
向
に
推

移
し
、
輸
出
産
業
は
軒
並
み
赤
字
か
ら
黒

字
収
益
に
上
方
修
正
し
て
い
る
。
企
業
は

為
替
差
益
の
処
分
と
し
て
、
内
部
留
保
に

ま
わ
す
の
で
は
な
く
従
業
員
の
給
与
改
善

や
設
備
投
資
に
配
分
す
べ
き
で
あ
る
。　

 

　

25
年
度
予
算
で
は
、
市
長
選
の
公
約
で

あ
る
子
ど
も
医
療
費
の
無
料
化
を
中
学
三

年
生
ま
で
拡
大
を
す
る
こ
と
は
評
価
で
き

る
。
さ
ら
に
、
消
防
の
広
域
化
に
つ
い
て

組
合
が
設
立
さ
れ
る
が
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ

ト
を
充
分
発
揮
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

シ
ル
バ
ー
事
業
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、

代
替
案
が
確
立
す
る
ま
で
は
、
現
行
制
度

の
存
続
を
求
め
る
。
県
か
ら
の
事
務
移
譲

に
つ
い
て
は
毅
然
と
し
た
対
応
を
願
う
。

　

田
中
市
長
が
め
ざ
す
充
実
し
た
生
活
都

市
・
入
間
市
を
め
ざ
し
第
5
次
総
合
振
興

計
画
・
後
期
実
行
計
画
と
の
整
合
性
に
配

慮
し
、
継
続
的
な
事
業
の
効
率
的
運
営
を

求
め
賛
成
討
論
と
す
る
。

賛
成
討
論
（
保
守
系
ク
ラ
ブ
）

　

「
市
民
の
た
め
に
汗
を
！　

市
民
の
た

め
の
市
政
に
！
」
と
し
て
、
入
間
市
民
か

ら
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
田
中

市
長
の
、
強
い
姿
勢
が
見
え
る
予
算
で
、

先
ず
は
順
調
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

　

市
長
公
約
と
し
て
、
市
長
給
料
50
％
、

副
市
長
給
料
30
％
の
削
減
は
、
自
ら
「
範

を
示
す
」
姿
勢
が
示
さ
れ
て
、
熱
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
市
民
・
職
員
に
投
じ
た
も
の
。

子
ど
も
医
療
費
の
中
学
生
ま
で
の
無
料
化

は
、
他
市
に
遅
れ
た
状
況
を
解
消
し
て
い

る
。
図
書
館
の
開
設
時
間
の
延
長
は
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
点
か
ら
評
価
で
き
る
。

　

そ
の
他
で
は
、
小
・
中
学
校
の
校
舎
耐

震
化
は
、
前
倒
し
し
て
対
応
さ
れ
、
屋
内

運
動
場
の
耐
震
化
も
計
画
的
で
あ
る
。

　
「
市
民
目
線
」
に
立
っ
て
、
柔
軟
な
姿

勢
で
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
下
、
第
5
次

総
合
振
興
計
画
に
掲
げ
る
理
念
に
基
づ
き
、

行
財
政
改
革
の
推
進
を
図
り
つ
つ
、　

田

中
新
市
長
の
市
政
の
標
語
「
充
実
し
た
生

活
都
市
」
を
目
指
し
、
強
力
な
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
期
待
し
て
、
賛
成
す
る
。

会 議 の 順 序

委員会

本会議

一般質問

採
　
決

討
　
論

質
　
疑

説
　
明

採
　
　
　
決

討
　
　
　
論

質
　
　
　
疑

委
員
長
報
告

提
案
説
明

議
案
提
出

委
員
会
付
託

質
　
　
　
疑

開
　
　
　
会

招
　
　
　
集

閉
　
　
　
会

一般質問とは、議案に関係なく、市全体及び市政について市長などの考え方・方針をただすこと

4

議会を
傍聴しましょう

議会は住民の、
住民による、

住民のためのものです。
次回の定例会は

6月に開かれる予定です。



特
別
会
計

討　
　

論

反
対
討
論
（　
　
　
　
　
　
　

）

日
本
共
産
党

入
間
市
議
会
議
員
団

（
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
）

　

現
在
の
国
保
の
問
題
点
は
、
国
庫
支
出

金
の
割
り
合
い
が
、
入
間
市
で
一
九
八
〇

年
に
は
54
・
56
％
だ
っ
た
も
の
が
、
二
〇

一
一
年
に
は
22
・
28
％
に
ま
で
下
が
っ
て

し
ま
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
入
間
市
が
国
保

へ
の
繰
り
入
れ
を
行
っ
て
市
民
の
負
担
軽

減
を
行
っ
て
い
る
こ
と
は
評
価
す
る
が
、

反
対
の
理
由
は
資
格
証
明
書
を
発
行
し
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
受
診
抑
制
を
引
き
起

こ
す
資
格
証
明
書
発
行
は
や
め
る
べ
き
で

あ
る
。

（
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
）

　

昨
年
度
の
改
定
で
、
保
険
料
が
大
幅
な

値
上
げ
と
な
っ
た
。
そ
う
し
た
中
、
滞
納

者
が
136
人
に
上
っ
て
い
る
。
お
年
寄
り
の

負
担
の
限
界
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
制
度

は
高
齢
者
だ
け
で
は
な
く
、
高
齢
者
を
扶

養
し
て
い
る
現
役
世
代
に
も
重
い
負
担
を

強
い
て
い
る
。
75
歳
以
上
の
高
齢
者
を
国

保
か
ら
切
り
離
し
、
「
保
険
料
引
き
上
げ

か
、
医
療
の
制
限
か
」
と
い
う
「
選
択
」

に
追
い
込
む
制
度
に
は
反
対
で
あ
る
。

賛
成
討
論
（
保
守
系
入
間
）

（
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
）

　

経
済
情
勢
の
悪
化
に
伴
い
保
険
税
収
入

の
確
保
が
難
し
く
、
財
政
基
盤
が
脆
弱
に

な
っ
て
い
る
と
理
解
す
る
。
徴
収
事
務
が

収
税
課
に
移
管
さ
れ
税
収
の
確
保
に
努
力

さ
れ
る
こ
と
を
望
む
。
人
間
ド
ッ
ク
や
特

定
健
康
診
査
等
の
事
業
は
、
予
防
は
最
大

の
医
療
で
あ
る
と
の
考
え
か
ら
、
市
民
全

員
の
健
康
管
理
の
充
実
を
図
り
、
医
療
費

の
削
減
に
繋
が
る
と
確
信
す
る
。
新
た
に

設
置
さ
れ
た
社
会
保
障
制
度
改
革
国
民
会

議
の
動
向
を
見
極
め
、
持
続
可
能
な
国
保

運
営
の
た
め
最
大
限
の
努
力
を
期
待
し
、

賛
成
す
る
。

（
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
）

　

歳
入
は
、
保
険
基
盤
安
定
繰
入
金
及
び

広
域
連
合
の
運
営
に
か
か
る
事
務
費
繰
入

金
が
主
な
も
の
。
歳
出
は
、
広
域
連
合
へ

の
納
付
金
及
び
保
険
料
徴
収
事
務
に
係
る

費
用
で
、
制
度
を
着
実
に
運
営
し
て
い
く

た
め
必
要
か
つ
妥
当
な
予
算
で
あ
る
。
引

き
続
き
制
度
の
周
知
等
を
行
い
、
医
療
費

の
適
正
化
対
策
、
収
納
率
向
上
対
策
な
ど

に
努
め
る
こ
と
を
要
望
し
、
賛
成
す
る
。

賛
成
討
論（
公
明
党
入
間
市
議
団
）

（
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
）

　

医
療
需
要
の
高
い
高
齢
者
や
低
所
得
階

層
の
世
帯
が
多
く
加
入
し
て
い
る
制
度
。

歳
出
の
98
％
が
医
療
給
付
費
で
あ
り
削
減

が
で
き
な
い
。
い
か
に
、
安
定
財
源
を
確

保
す
る
か
が
課
題
で
あ
る
。
加
入
者
の
過

重
な
保
険
税
に
頼
る
こ
と
も
で
き
ず
、
一

般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
金
に
偏
重
す
る

こ
と
も
、
被
用
者
保
険
制
度
と
の
バ
ラ
ン

ス
を
考
慮
す
る
と
、
お
の
ず
と
限
界
が
あ

る
。
従
っ
て
、
制
度
へ
の
国
庫
負
担
割
合

を
強
化
す
る
こ
と
で
し
か
構
造
的
な
課
題

を
解
決
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
よ

う
な
歳
入
環
境
の
な
か
で
、
制
度
の
健
全

性
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
予

防
は
最
大
の
医
療
と
の
観
点
か
ら
、
市
民

の
健
康
管
理
に
関
す
る
事
業
の
展
開
に
つ

い
て
医
療
費
の
抑
制
の
視
点
か
ら
検
診
事

業
に
つ
い
て
は
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク

の
助
成
事
業
に
加
え
、
が
ん
検
診
等
の
更

な
る
勧
奨
・
啓
蒙
の
努
力
を
期
待
す
る
。

各
種
の
検
診
受
診
率
の
向
上
に
つ
い
て
、

健
康
い
る
ま
21
で
掲
げ
る
数
値
目
標
達
成

へ
創
意
工
夫
を
求
め
賛
成
討
論
と
す
る
。

　議会には、次のような権限
　　　《やくわり・仕事をすることができる範囲》があります。
●議決権　条例の制定や改廃、予算などを決めます。
●同意権　主要人事（例：副市長、教育委員等）の選任に対して同意するかど
　　　　　うか決めます。
●調査権　議決により、市の事務に関する調査を行い、記録の提出を請求した　
　　　　　りすることができます。
●選挙権　議長、副議長、選挙管理委員等を選挙します。
●その他　決定権、検査及び監査請求権、説明請求及び意見陳述権、意見表明権、
　　　　　自律権、承認権、報告・書類受理権、請願受理権などがあります。

●放映チャンネル
　111チャンネル
●放映時間
　議会開催日の午後6時から

入間CATVで
本会議を
全面放映
しています
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賛
成
討
論
（
保
守
系
ク
ラ
ブ
）

（
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
）

　

医
療
費
は
年
々
増
加
し
、
極
め
て
厳
し

い
財
政
運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
増
加
抑
制
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

　

歳
出
で
、
特
定
健
康
診
断
事
業
と
人
間

ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
の
、
受
診
率
向
上
は
、

健
康
保
持
、
疾
患
の
予
防
と
早
期
発
見
に

つ
な
が
る
。
歳
入
で
、
担
税
力
が
あ
り
な

が
ら
滞
納
す
る
、
一
部
の
滞
納
者
に
毅
然

と
し
た
態
度
で
対
処
を
願
う
。

　

市
民
の
た
め
、
国
・
県
に
財
政
支
援
強

化
を
求
め
る
等
を
期
待
し
、
賛
成
す
る
。

（
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
）

　

こ
の
制
度
は
5
年
が
経
過
し
、
現
在
で

は
広
く
市
民
に
理
解
が
得
ら
れ
て
い
る
。

歳
入
で
、
保
険
料
や
保
険
基
盤
安
定
繰
入

金
等
を
、
歳
出
で
、
運
営
主
体
の
埼
玉
県

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
へ
の
納
付
金

等
を
計
上
し
て
る
が
、
制
度
運
営
の
た
め

必
要
な
予
算
計
上
と
考
え
る
。

　

対
象
者
が
高
齢
者
で
あ
り
、
特
に
親
切

丁
寧
な
対
応
に
努
め
、
保
険
料
未
納
者
に

つ
い
て
は
、
状
況
把
握
に
努
め
適
切
な
対

応
を
図
る
よ
う
要
望
し
、
賛
成
す
る
。

賛
成
討
論（
み
ら
い
市
民
ク
ラ
ブ
）

（
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
）

　

被
保
険
者
の
高
齢
化
、
医
療
技
術
の
高

度
化
に
伴
い
、
年
々
医
療
費
は
増
加
し
て

い
る
。
一
方
、
経
済
状
況
の
回
復
は
身
近

に
感
じ
ら
れ
ず
、
保
険
税
収
入
の
確
保
が

厳
し
い
。
保
険
税
負
担
の
公
平
性
の
観
点

か
ら
、
引
き
続
き
丁
寧
か
つ
積
極
的
な
収

納
体
制
に
期
待
す
る
。

　

反
対
の
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る

資
格
証
明
書
の
発
行
は
、
あ
く
ま
で
納
税

が
滞
っ
て
い
る
方
と
の
相
談
す
る
機
会
の

確
保
の
手
段
と
し
て
理
解
す
る
。

　

当
該
会
計
は
母
屋
で
あ
る
一
般
会
計
と

共
に
大
変
厳
し
い
財
政
状
況
で
あ
る
。
財

政
状
況
の
実
状
と
今
後
の
見
通
し
に
つ
い

て
周
知
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
平
成
25
年

度
の
早
い
時
期
に
市
報
や
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
を
図
る
な
ど
の
市
民
の

皆
様
へ
の
周
知
を
要
望
し
、
賛
成
討
論
と

す
る
。

平成25年度入間市特別会計予算一覧表

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

下 水 道 事 業 特 別 会 計

武蔵藤沢駅周辺土地区画整理事業特別会計

入間市駅北口土地区画整理事業特別会計

扇 台 土 地 区 画 整 理 事 業 特 別 会 計

狭山台土地区画整理事業特別会計

　 総 額 　

170億2,164万9千円

13億2,301万7千円

73億1,079万7千円

21億9,636万6千円

1億2,547万円

6億1,000万円

4億9,620万円

2億7,522万8千円

293億5,872万7千円

予　　算　　額会　　計　　名

2.9

6.8

9.9

△6.7

△29.9

13.0

 1.1

△32.8

3.3

前年度比較
増減率（％）
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条 例
新規条例

全部・一部改正条例

入間市農業体質強化基盤整備促進事業分担金条例議案第8号 全員一致で原案可決

入間市新型インフルエンザ等対策本部条例議案第11号 全員一致で原案可決

入間市議会政務活動費の交付に関する条例委員会提出
議案第1号 全員一致で原案可決

入間市議会委員会条例の一部を改正する条例委員会提出
議案第2号 全員一致で原案可決

入間市子ども医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例議案第9号 賛成多数で原案可決

入間市議会会議規則の一部を改正する規則委員会提出
議案第3号 全員一致で原案可決

入間市職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一
部を改正する条例議案第5号 賛成多数で原案可決

入間市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等
に関する条例等の一部を改正する条例議案第10号 全員一致で原案可決

　入間市特産である狭山茶の生産には防霜ファンの設備は無くてはならないもので、茶生
産者から、老朽化した防霜ファンの更新を望む声が多く寄せられています。国の実施要綱に
基づき、入間市農業体質強化基盤整備促進事業として、茶園の防霜ファンの更新及び新設
事業を実施します。受益者の農業者から事業費の2分の1の分担金を賦課、徴収するため、
地方自治法第 228 条の規定により、分担金条例を制定するものです。

議案第8号

　新型インフルエンザ等対策特別措置法で、「市町村対策本部に関し必要な事項は、市町
村の条例で定める」旨が規定されており、全 5条の構成で入間市新型インフルエンザ等
対策本部に関して定めたものです。第 1条は、この条例が法に基づくものであること、
第2条は組織について、第3条は会議について、第4条は対策本部に部が設置できること、
第 5条は必要な事項は本部長が定めることを規定するものです。

議案第11号

　入間市職員の休息時間を廃止し、それに伴い休憩時間が現行の 45分から、1時間に拡
大され、勤務時間の就業を 15分延長し、午後 5時までから午後 5時 15 分までとなる
ものです。「休息時間」とは、労働基準法で義務付ける無給の「休憩時間」とは異なり、
勤務時間に参入する有給の休憩です。また、移植療法のドナーとなる場合に取得可能な
特別休暇に「骨髄若しくは抹消血管細胞を提供する場合」とし取得対象を拡大します。

議案第5号

　通院に係る子ども医療費の支給について、対象年齢を「9歳まで」から「15歳まで」
に拡大するものです。
　入間市子ども医療費の支給に関する条例（昭和 48年条例第 27 号）の第 2条第 5号
並びに第 3条第 3項及び第 4項を削り、「入院」・「通院」いずれも 15歳に達する日の属
する年度の末日までにある者が対象となります。
　この条例は、平成 25年 4月 1日から施行します。

議案第9号

証人等の実費弁償に関する条例の一部を改正する条例議案第6号 全員一致で原案可決

入間市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正す
る条例の一部を改正する条例議案第7号 全員一致で原案可決
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平成25年２月定例会　議決結果
賛否の分れた議案

全会一致の議案

表の見方：〇は賛成の議員、×は反対の議員、欠は欠席の議員

議案
番号 議　案　名

保守系入間 公明党
入間市議団

日本共産党
入間市議会議員団

保守系
クラブ

みらい市
民クラブ

独歩
の会

真保守
の会 賛　
　

成

反　
　

対

議
決
結
果

平
山　

五
郎

友
山　

信
夫

近
藤　

常
雄

宮
岡　

幸
江

齋
藤　

國
男

小
島　

清
人

堤　
　

利
夫

永
澤
美
恵
子

金
澤　

秀
信

向
口　

文
恵

石
田　

芳
夫

安
道　

佳
子

吉
澤
か
つ
ら

小
出　
　

亘

金
子　

俊
雄

駒
井　
　

勲

宮
岡　

治
郎

山
本　

秀
和

関
谷
真
奈
美

塩
屋　

和
雄

横
田　

淳
一

市
長
提
出
議
案

5 入間市職員の勤務時間、休日及び休暇に
関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ 議

長○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 16 4 原案
可決

9 入間市子ども医療費の支給に関する条例の
一部を改正する条例 ○ ○ 議

長○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 18 2 原案
可決

議員
修正案

入間市子ども医療費の支給に関する条例の
一部を改正する条例に対する修正案 × × 議

長× × × × × × × × × × × × × × ○ ○ × × 2 18 否決

市
長
提
出
議
案

25 平成25年度入間市一般会計予算 ○ ○ 議
長○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ × × ○ ○ 14 6 原案

可決

26 平成25年度入間市国民健康保険特別会計予算 ○ ○ 議
長○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 16 4 原案

可決

27 平成25年度入間市後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ 議
長○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 16 4 原案

可決

議案
番号 議　案　名

市
長
提
出
議
案

1 入間市副市長の選任について

2 入間市教育委員会委員の任命について

3 埼玉県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少について

4 埼玉県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の増加及び同組合の規約変更について

6 証人等の実費弁償に関する条例の一部を改正する条例

7 入間市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例

8 入間市農業体質強化基盤整備促進事業分担金条例

10 入間市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例等の一部を改正する条例

11 入間市新型インフルエンザ等対策本部条例

12 市道路線の廃止について

13 市道路線の認定について

14 市道路線の認定について

15 平成24年度入間市一般会計補正予算（第５号）

16 平成24年度入間市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

17 平成24年度入間市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

18 平成24年度入間市介護保険特別会計補正予算（第２号）

19 平成24年度入間市下水道事業特別会計補正予算（第３号）

20 平成24年度入間都市計画事業武蔵藤沢駅周辺土地区画整理事業特別会計補正予算（第３号）

21 平成24年度入間都市計画事業入間市駅北口土地区画整理事業特別会計補正予算（第３号）

22 平成24年度入間都市計画事業扇台土地区画整理事業特別会計補正予算（第３号）

23 平成24年度入間都市計画事業狭山台土地区画整理事業特別会計補正予算（第３号）

24 平成24年度入間市水道事業会計補正予算（第３号）

28 平成25年度入間市介護保険特別会計予算

29 平成25年度入間市下水道事業特別会計予算

30 平成25年度入間都市計画事業武蔵藤沢駅周辺土地区画整理事業特別会計予算

31 平成25年度入間都市計画事業入間市駅北口土地区画整理事業特別会計予算

32 平成25年度入間都市計画事業扇台土地区画整理事業特別会計予算

33 平成25年度入間都市計画事業狭山台土地区画整理事業特別会計予算

34 平成25年度入間市水道事業会計予算

委
員
会

提
出
議
案

1 入間市議会政務活動費の交付に関する条例

2 入間市議会委員会条例の一部を改正する条例

3 入間市議会会議規則の一部を改正する規則
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人
事
案
件

副市長

教育委員会委員

友山宏一氏

青山友子氏

請願を提出される方へ
　市政についての希望や意見を請願書として
議会に提出することができます。
　請願は、憲法で保障された住民の権利であ
り、住民の希望を直接市政に反映させること
ができます。
　市議会へ請願をしようとする時は、次の要
領で提出してください。
1.邦文を用いて、件名、趣旨、提出年月日、
住所、氏名（法人の場合には、その名称及
び代表者氏名）を記載し、請願者が押印し
てください。

2.請願書には、紹介議員１名以上の署名、ま
たは、記名押印が必要です。

3.内容が２件以上にわたるときは、１件ごと
に提出してください。

4.道路・下水道等具体的な場所に関するもの
については、略図等を必ずつけてください。

5.その他不明な点については、議会事務局へ
お問い合わせください。

☎2964ー1111
（内線5112・5113）

議会の運営議会の運営議会の運営
　議会は、定例又は臨時に、一定期間開かれます。
　定例会は、毎年4回、3月・6月・9月・12月に
開きますが、このほか必要があるときは臨時会が
開かれます。
　会期中には、本会議や委員会が開かれます。
　本会議は、全議員が出席して、議会の最終意思
を決定する会議です。
　委員会は、本会議で決定する前に、いくつかの
部門にわかれて専門的に審査する会議です。

質
問

73
億
円
の
学
校
耐
震
化
と
武
蔵

藤
沢
駅
周
辺
・
狭
山
台
・
野
田
土
地
区
画

整
理
事
業
、
総
額
337
億
円
、
市
費
221
億
円

が
終
了
す
る
。
こ
の
三
区
画
整
理
の
市
費

投
入
額
は
い
く
ら
か
。

市
長

学
校
耐
震
化
は
27
年
度
で
終

り
、
残
り
の
市
費
投
入
額
は
25
年
度
末
で

7.9
億
円
と
な
っ
た
。

質
問

地
域
福
祉
基
金
1.5
億
円
の
25
年

度
利
息
は
。
わ
ず
か
4.6
万
円
で
、
利
率
0

・
03
％
の
収
益
で
社
会
福
祉
協
議
会
及
び

入
間
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
な
ど
の
福
祉

事
業
に
寄
与
で
き
る
の
か
。
狭
山
や
所
沢

市
に
は
な
い
が
、
県
内
の
状
況
は
。
こ
れ

は
金
融
機
関
に
奉
仕
す
る
も
の
で
、
こ
の

制
度
を
廃
止
し
、
有
効
活
用
す
べ
き
だ
。

市
長

20
年
以
上
、
大
口
預
金
と
し
て

活
用
さ
れ
、
福
祉
全
般
に
使
わ
れ
た
。
県

内
で
は
入
間
と
川
口
市
に
あ
る
制
度
だ
。

廃
止
し
750
万
円
ず
つ
使
っ
て
も
20
年
も
使

え
る
。
国
か
ら
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
は
不
明
だ

が
指
摘
を
受
け
、制
度
廃
止
を
検
討
す
る
。

質
問

日
本
の
戦
後
の
成
長
を
支
え
て

き
た
高
齢
者
に
は
、
健
康
で
文
化
的
な
生

活
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
高
齢
者

を
宝
と
み
る
の
か
、
お
荷
物
と
み
る
の
か

に
よ
っ
て
施
策
は
ま
っ
た
く
異
な
っ
て
し

ま
う
。
年
金
が
減
ら
さ
れ
、
生
活
不
安
が

増
す
な
か
で
、
長
生
き
を
す
る
こ
と
が
喜

び
と
な
る
基
礎
で
あ
る
「
高
齢
者
医
療
費

無
料
化
」
を
実
施
す
べ
き
だ
。

市
長

東
京
の
日
の
出
町
は
、
大
型
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
進
出
な
ど
で
増
収

と
な
り
、
21
年
度
か
ら
高
齢
者
医
療
費
無

料
化
を
実
施
。
入
間
市
は
高
齢
化
が
進
み

多
額
の
費
用
が
必
要
で
で
き
な
い
。

一
般
質
問

Q uestion

nswerA
2
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、
質
問
者

11
名
に
よ
り
2
月
18
・
19
・
20
日
の

3
日
間
行
わ
れ
ま
し
た
。

※
質
問
・
答
弁
内
容
は
質
問
者
本
人
が

　

要
約
し
た
も
の
で
す
。

耐
震
と
三
区
画
終
了
を
医
療
無
料
化
に

Question 1

石
田 

芳
夫
議
員

年度 利子額
平成13年度 42万8239円
平成14年度 3万5782円
平成15年度 4万752円
平成16年度 4万2895円
平成17年度 6万1310円
平成18年度 21万8017円
平成19年度 56万1530円
平成20年度 53万4396円
平成21年度 74万6467円
平成22年度 29万9077円
平成23年度 33万1289円
平成24年度（見込） 13万4129円
平成25年度（予算） 4万6000円

地域福祉基金約1億5000万円の年度別利子額
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質
問

入
間
市
は
１
９
９
５
年
に
「
平

和
都
市
宣
言
」
を
行
っ
た
。
①
こ
れ
ま
で

の
平
和
事
業
へ
の
評
価
は
。
②
原
発
も
原

爆
も
認
め
な
い
平
和
な
自
治
体
を
目
指
す

べ
き
。
核
廃
絶
を
強
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
た

め
に
、
こ
れ
ま
で
の
宣
言
を
発
展
さ
せ
て

「
非
核
平
和
都
市
宣
言
」
に
す
べ
き
で
は
。

市
長

①
入
間
市
の
平
和
事
業
は
評
価

で
き
る
。
こ
れ
か
ら
も
事
業
を
推
進
し
て

い
き
た
い
。
②
こ
の
宣
言
は
普
遍
的
・
恒

久
的
な
も
の
で
あ
り
「
非
核
平
和
都
市
宣

言
」
に
変
え
る
つ
も
り
は
な
い
。

質
問

①
航
空
士
官
学
校
↓
ジ
ョ
ン
ソ

ン
基
地
↓
入
間
基
地
と
な
っ
た
そ
の
間
の

基
地
に
か
か
わ
る
事
件
・
事
故
は
。
②
士

官
学
校
設
立
時
の
用
地
買
収
の
経
過
に
つ

い
て
、
ま
と
ま
っ
た
資
料
は
あ
る
の
か
。

市
長

①
基
地
に
関
わ
る
事
件
・
事
故

を
ま
と
め
た
も
の
は
な
い
。
ま
と
め
た
も

の
も
必
要
だ
と
思
う
。
②
用
地
買
収
に
つ

い
て
は
半
強
制
的
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、

資
料
が
処
分
さ
れ
残
っ
て
い
な
い
。

質
問

青
少
年
が
い
き
い
き
と
活
動
で

き
る
よ
う
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
余
暇
活
動

へ
の
支
援
が
必
要
。
①
青
少
年
の
ニ
ー
ズ

調
査
を
行
う
べ
き
で
は
。
②
公
園
を
活
用

し
た
青
少
年
む
き
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

青
少
年
の
交
流
の
場
と
し
て
提
供
す
べ
き
。

教
育
長

①
た
し
か
に
ニ
ー
ズ
調
査
は

必
要
。
検
討
し
て
い
き
た
い
。
②
そ
う
し

た
こ
と
も
今
後
、
研
究
し
て
い
き
た
い
。

質
問

要
介
護
認
定
者
も
税
金
の
申
告

時
に
障
害
者
控
除
が
受
け
ら
れ
る
。
お
年

寄
り
を
支
援
す
る
た
め
対
象
者
全
て
に
障

害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
の
自
動
発
行
を
。

市
長

自
動
発
行
は
考
え
て
い
な
い
。

平
和
・
青
少
年
政
策
・
高
齢
者
支
援

Question 2

吉
澤 

か
つ
ら
議
員

質
問

福
島
第
一
原
発
事
故
は
未
だ
収

束
に
は
ほ
ど
遠
く
、
放
射
能
の
拡
散
が
続

い
て
い
る
。
一
度
起
こ
れ
ば
取
り
返
し
が

つ
か
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の

事
故
の
教
訓
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い

る
か
。

市
長

原
発
事
故
の
被
害
は
甚
大
で
、

二
度
と
起
こ
し
て
は
な
ら
な
い
。
将
来
的

に
原
発
依
存
か
ら
脱
す
べ
き
と
考
え
る
。

質
問

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
支
払
う
代
金
は

ほ
と
ん
ど
が
地
域
外
に
出
て
い
っ
て
し
ま

う
。
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
切
り
換
え
で

地
域
に
お
金
が
回
る
地
産
地
消
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
を
実
施
し
て
い
る
自
治
体
が
あ

る
。
入
間
市
も
研
究
に
着
手
し
て
は
。

市
長

具
体
的
な
方
法
が
あ
れ
ば
提
示

し
て
も
ら
い
た
い
。

質
問

西
武
線
仏
子
駅
は
、
駅
前
広
場

も
な
く
、
車
で
の
送
迎
時
な
ど
大
変
使
い

づ
ら
い
と
の
声
を
聞
い
て
い
る
。
改
善
の

見
通
し
は
。

市
長

仏
子
駅
前
は
道
路
も
狭
く
改
善

の
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
研
究
し
て
い

き
た
い
。

質
問

夏
期
の
小
中
学
校
の
教
室
は
、

大
変
な
暑
さ
で
、
こ
れ
ま
で
の
質
問
で
市

長
、
教
育
長
が
限
界
に
達
し
て
い
る
と
認

め
て
い
る
。
市
内
で
エ
ア
コ
ン
の
設
置
さ

れ
て
い
る
学
校
と
設
置
さ
れ
て
い
な
い
学

校
が
あ
る
。
公
平
さ
の
確
保
と
い
う
点
か

ら
も
早
急
に
エ
ア
コ
ン
の
設
置
が
必
要
で

は
な
い
か
。

市
長

今
は
財
源
的
に
厳
し
い
。

質
問

財
政
が
同
程
度
の
自
治
体
も
実

施
し
て
い
る
。や
る
か
や
ら
な
い
か
で
は
。

市
長

教
室
に
行
き
実
情
を
把
握
す
る
。

仏
子
駅
前
の
改
善
、
エ
ア
コ
ン
設
置

Question 3

小
出　

亘
議
員市立仏子小学校

県内で非核平和都市宣言
をしている自治体

熊谷市、行田市、本庄市、春日部市、

鴻巣市、深谷市、上尾市、北本市、

富士見市、三郷市、三芳町、寄居町、

嵐山町、小川町、鳩山町、横瀬町、

皆野町、美里町など
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質
問

観
光
を
推
進
す
る
た
め
に
入
間

市
に
道
の
駅
を
含
め
た
観
光
物
産
販
売
所

の
設
置
を
。
①
道
の
駅
を
含
め
た
観
光
物

産
販
売
所
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
施
策
は
。

②
道
の
駅
を
含
め
た
観
光
物
産
販
売
所
は

ど
の
よ
う
な
場
所
が
考
え
ら
れ
る
か
。
ま

た
、
そ
の
具
体
的
な
販
売
内
容
は
ど
の
よ

う
な
も
の
が
考
え
ら
れ
る
か
。
③
市
長
公

約
に
掲
げ
て
い
る
河
川
の
遊
歩
道
と
組
み

合
わ
せ
て
設
置
で
き
な
い
か
。

市
長

入
間
市
で
は
こ
れ
ま
で
観
光
客

を
呼
び
込
む
た
め
、
入
間
万
燈
ま
つ
り
を

始
め
納
涼
花
火
大
会
の
イ
ベ
ン
ト
や
、
特

産
品
の
狭
山
茶
等
Ｐ
Ｒ
を
し
て
き
た
。
ま

た
、
大
型
商
業
施
設
の
買
い
物
客
を
中
心

市
街
地
、
博
物
館
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
タ
ウ
ン

な
ど
に
誘
導
す
る
取
り
組
み
も
し
て
き
た
。

し
か
し
、
観
光
客
の
増
加
に
は
至
っ
て
い

な
い
。
平
成
25
年
度
よ
り
商
工
課
に
担
当

を
設
け
観
光
資
源
の
精
査
を
し
た
い
。
①

道
の
駅
と
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
休
憩
施
設

を
言
う
。
観
光
の
拠
点
と
し
て
場
所
と
財

源
が
必
要
。
②
国
道
16
号
沿
い
が
最
適
と

考
え
て
い
る
。
他
に
場
所
が
あ
れ
ば
そ
れ

も
可
能
で
あ
る
。
狭
山
茶
、
地
元
野
菜
、

沿
道
サ
ー
ビ
ス
等
を
含
め
た
複
合
的
な
物

産
販
売
所
に
し
た
い
。
③
河
川
の
遊
歩
道

と
道
の
駅
が
連
携
で
き
れ
ば
可
能
で
あ
る
。

質
問

シ
ル
バ
ー
サ
ー
ビ
ス
券
に
つ
い

て
。
①
利
用
者
は
ど
れ
く
ら
い
。
②
補
助

金
、
助
成
金
は
。
③
必
要
か
、
不
必
要
か
。

市
長

①
約
1
万
5
千
人
位
の
利
用
者

が
い
る
。
タ
ク
シ
ー
券
の
利
用
者
が
一
番

多
い
。
②
利
用
者
の
補
助
金
、
助
成
金
は

な
く
、
73
歳
以
上
の
方
に
交
付
す
る
も
の

で
あ
る
。
③
平
成
28
年
度
に
廃
止
予
定
。

観
光
行
政
と
シ
ル
バ
ー
サ
ー
ビ
ス
券

Question 4

齋
藤 

國
男
議
員

質
問

公
営
住
宅
は
法
制
度
の
改
悪
で

新
規
建
設
は
行
わ
な
い
た
め
、
応
募
倍
率

は
大
変
で
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人
の
需
要

を
充
足
で
き
て
い
な
い
。
入
間
市
で
も
希

望
し
て
も
入
居
出
来
な
い
状
況
が
あ
る
の

で
は
。
入
間
市
の
市
営
住
宅
、
県
営
住
宅

の
現
状
は
ど
う
な
の
か
。

市
長

今
年
度
、
市
営
住
宅
を
希
望
し

た
23
世
帯
で
、
入
居
出
来
た
の
は
2
世
帯

の
み
。
県
営
住
宅
は
県
内
491
戸
の
空
き
に

2
千
563
件
の
申
し
込
み
が
あ
り
、
5
倍
の

倍
率
と
入
居
が
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

賃
貸
住
宅
家
賃
補
助
で
住
ま
い
確
保
を

Question 5

安
道 

佳
子
議
員

遊歩道ができるといいな

質
問

公
営
住
宅
に
希
望
し
て
も
入
れ

な
い
実
態
が
あ
る
。
公
営
住
宅
の
家
賃
は

所
得
に
応
じ
て
い
る
が
民
間
で
は
負
担
が

重
い
。
や
む
な
く
民
間
住
宅
に
入
居
せ
ざ

る
を
得
な
い
場
合
、
生
活
の
厳
し
い
人
向

け
の
家
賃
補
助
な
ど
検
討
す
べ
き
で
は
。

市
長

家
賃
補
助
は
当
面
考
え
て
い
な

い
。
入
間
市
市
営
住
宅
ス
ト
ッ
ク
総
合
計

画
25
年
度
見
直
し
の
な
か
で
、
高
齢
者
向

け
、
単
身
者
向
け
、
子
育
て
世
帯
向
け
住

宅
の
確
保
な
ど
対
策
を
検
討
し
た
い
。

質
問

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
が
値

上
げ
さ
れ
、
介
護
保
険
料
の
値
上
げ
と
両
方
、

年
金
天
引
き
さ
れ
生
活
が
厳
し
い
と
の
声

が
あ
る
。
減
免
制
度
の
活
用
と
拡
充
を
。

市
長

減
免
制
度
は
周
知
し
な
か
っ
た

が
、
今
後
、
市
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お

知
ら
せ
し
た
い
。
軽
減
・
減
免
制
度
は
現

状
の
ま
ま
様
子
を
み
た
い
。

質
問

東
町
豊
岡
第
一
病
院
そ
ば
の
踏

み
切
り
拡
幅
と
歩
道
の
整
備
の
見
通
し
は
。

市
長

歩
道
も
な
く
幅
員
も
十
分
で
な

い
の
で
危
険
な
踏
み
切
り
と
の
認
識
だ
。

鉄
道
会
社
・
国
と
協
議
し
検
討
し
た
い
。

県営住宅向原団地
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質
問

年
少
扶
養
控
除
が
廃
止
さ
れ
た

こ
と
で
、
「
私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
」

で
混
乱
が
生
じ
て
い
る
。
同
じ
収
入
で
も

住
民
税
が
上
が
る
こ
と
で
、
就
園
奨
励
費

が
も
ら
え
な
い
、
減
額
と
な
る
現
象
が
お

こ
る
こ
と
が
あ
り
、
政
府
は
救
済
策
を
示

し
て
い
る
。
当
市
が
選
択
し
た
方
式
で
は

子
ど
も
が
三
人
以
上
い
る
年
収
680
万
以
上

の
世
帯
で
影
響
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

①
影
響
を
受
け
る
世
帯
は
②
対
応
策
は
。

教
育
長

①
50
世
帯
52
人
が
該
当
す
る
。

②
一
定
の
モ
デ
ル
世
帯
を
想
定
し
、
負
担

が
生
じ
な
い
よ
う
見
直
す
方
式
を
採
用
。

そ
の
理
由
と
し
て
は
、
近
隣
の
自
治
体
と

歩
調
を
合
わ
せ
た
こ
と
、
年
収
も
680
万
円

以
上
で
あ
る
こ
と
、
当
市
独
自
の
1
万
7

千
円
の
補
助
が
あ
る
こ
と
に
よ
る
。

質
問

他
市
が
ど
う
で
あ
ろ
う
と
、
昨

年
と
同
年
収
で
あ
り
な
が
ら
、
も
ら
え
な

い
と
い
う
の
は
一
般
の
常
識
か
ら
し
て
も

納
得
が
い
か
な
い
。
子
ど
も
が
三
人
以
上

い
れ
ば
教
育
費
も
か
か
る
。
当
市
独
自
の

救
済
策
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。

教
育
長

財
源
の
問
題
も
あ
り
、
今
年

度
は
政
府
の
対
応
も
あ
る
が
検
討
す
る
。

質
問

入
間
市
駅
南
口
ロ
ー
タ
リ
ー
は
、

相
変
わ
ら
ら
ず
自
家
用
送
迎
車
用
ス
ペ
ー

ス
が
な
く
混
雑
し
て
危
険
で
あ
る
。
以
前

に
も
質
問
し
て
い
る
が
解
決
策
は
。

市
長

こ
れ
か
ら
、整
備
を
し
て
い
く
。

交
差
点
の
進
入
、
出
口
の
車
線
の
変
更
、

植
栽
を
な
く
し
歩
道
を
切
り
下
げ
、
障
が

い
者
用
、
送
迎
車
用
乗
降
場
所
も
確
保
し

て
い
く
。

『
そ
の
他
』

　

親
し
ま
れ
る
愛
宕
公
園
へ
の
改
善
へ

幼
稚
園
就
園
奨
励
費
の
問
題
に
つ
い
て

Question 6

向
口 

文
恵
議
員

質
問

ト
ト
ロ
の
森
で
有
名
な
狭
山
丘

陵
は
保
全
運
動
が
広
が
り
、
県
民
の
憩
い

の
場
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
日
照
権
や

ア
ラ
イ
グ
マ
の
被
害
な
ど
丘
陵
北
側
の
入

間
市
民
の
生
活
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
一
面

も
あ
る
。
①
市
民
の
生
活
環
境
を
守
る
よ

う
県
に
要
望
す
べ
き
で
は
。
②
ア
ラ
イ
グ

マ
対
策
等
を
専
業
農
家
だ
け
で
な
く
市
民

全
体
に
拡
大
す
べ
き
で
は
。

環
境
経
済
部
長

①
現
状
を
把
握
し
県

に
要
望
す
る
。②
積
極
的
に
行
っ
て
い
く
。

狭
山
丘
陵
近
隣
の
環
境
対
策
を

Question 7

永
澤 

美
恵
子
議
員

質
問

調
布
市
で
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー

シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
死
亡
事
故
が
発
生
し
た
。

事
故
防
止
対
策
と
し
て
①
食
物
ア
レ
ル
ギ

ー
の
児
童
に
対
し
て
成
分
表
ま
で
提
示
し

た
献
立
表
は
作
成
さ
れ
て
い
る
か
。
②
日

常
対
応
や
事
故
後
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

し
学
校
全
体
で
研
修
を
徹
底
す
べ
き
で
は
。

③
エ
ピ
ペ
ン
講
習
の
徹
底
と
学
校
保
管
の

重
要
性
を
国
に
要
望
す
べ
き
で
は
。

教
育
長

月
に
一
回
、
担
任
、
養
護
教

諭
、
栄
養
士
と
保
護
者
で
面
談
を
行
っ
て

い
る
。②
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
全
校
作
成
済
み
。

事
故
後
、
全
学
校
で
研
修
を
行
っ
た
。
③

養
護
教
諭
ま
で
研
修
は
終
了
。
今
後
、
全

教
職
員
に
実
施
し
、
エ
ピ
ペ
ン
の
学
校
保

管
の
重
要
性
を
国
に
要
望
し
て
い
く
。

質
問

発
達
支
援
法
の
制
定
に
よ
り
指

導
法
な
ど
日
々
変
化
し
て
い
る
。
「
元
気

キ
ッ
ズ
」
に
お
い
て
も
大
切
な
幼
児
期
の

子
供
た
ち
の
療
育
に
対
し
、
発
達
支
援
事

業
を
リ
ー
ド
す
る
事
業
展
開
を
行
う
べ
き
。

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長

努
力
す
る
。

質
問

集
団
生
活
訓
練
を
保
育
所
入
所

の
形
態
で
は
な
く
事
業
内
で
行
う
べ
き
。

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長

検
討
す
る
。

混雑する入間市駅南口ロータリー

宮寺地区にある「さいたま緑の森博物館」
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質
問

延
滞
金
徴
収
条
例
の
制
定
を
。

企
画
部
長

各
条
例
で
規
定
す
る
方
向

で
検
討
す
る
。

質
問

行
き
止
ま
り
道
路
で
あ
る
た
め

に
市
道
に
受
け
入
れ
て
貰
え
ず
、
長
年
砂

利
道
で
住
民
が
苦
労
し
て
い
る
私
道
に
対

し
、
地
元
業
者
を
活
用
す
る
舗
装
整
備
へ

の
補
助
金
制
度
を
創
設
し
、
市
内
経
済
の

活
性
化
を
図
れ
な
い
か
。

市
長

原
則
行
き
止
ま
り
道
路
へ
の
補

助
は
で
き
な
い
が
、
か
な
り
年
数
の
経
過

し
て
い
る
私
道
に
つ
い
て
は
現
場
を
み
て

個
々
に
判
断
す
る
。

質
問

危
険
な
横
断
歩
道
の
事
故
を
防

止
す
る
た
め
に
、
武
蔵
藤
沢
駅
横
の
建
武

橋
に
歩
行
者
用
ト
ン
ネ
ル
の
設
置
を
。

市
長

築
70
年
の
老
朽
化
し
た
橋
で
も

あ
り
、県
に
よ
る
橋
の
強
度
調
査
の
結
果
、

架
け
替
え
等
の
診
断
が
で
れ
ば
、
県
に
ト

ン
ネ
ル
設
置
の
要
請
を
行
う
。

質
問

介
護
保
険
の
認
定
有
効
期
間
の

延
長
に
よ
る
経
費
削
減
を
。

福
祉
部
長

ご
提
案
も
含
め
、
適
正
な

執
行
と
経
費
削
減
に
努
力
す
る
。

質
問

発
達
障
害
支
援
員
に
つ
い
て
は

現
場
か
ら
の
要
請
人
数
と
配
置
さ
れ
て
い

る
人
数
に
か
な
り
の
か
い
離
が
あ
る
。
早

急
に
支
援
員
の
増
員
を
す
べ
き
。

教
育
長

現
状
の
12
人
か
ら
重
度
の
児

童
数
分
の
17
人
へ
の
増
員
を
目
指
す
。

質
問

県
立
狭
山
特
別
支
援
学
校
の
手

狭
解
消
の
為
、
今
年
3
月
閉
校
予
定
の
入

間
高
校
の
校
舎
活
用
を
。

市
長

今
後
検
討
し
、
必
要
が
あ
れ
ば

県
に
要
請
す
る
。

行
き
止
ま
り
私
道
に
補
助
金
制
度
を

Question 8

金
澤 

秀
信
議
員

質
問

「
て
ぃ
ー
ろ
ー
ど
」
の
バ
ス
停

整
備
に
つ
い
て
、
民
間
活
力
の
導
入
を
。

地
域
貢
献
を
望
む
企
業
か
ら
、
費
用
負
担

を
お
願
い
し
て
、
バ
ス
停
整
備
を
す
る
。

企
業
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
掲
示
し
、
企
業
の

宣
伝
を
可
能
に
す
る
こ
と
で
企
業
と
し
て

メ
リ
ッ
ト
と
な
り
、利
用
者
に
も
喜
ば
れ
、

市
と
し
て
も
財
政
負
担
が
な
い
。
真
冬
の

寒
風
や
、
真
夏
の
炎
天
下
の
な
か
で
バ
ス

待
ち
の
苦
労
を
和
ら
げ
る
為
に
、
民
間
活

力
を
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長

利
用
者
の
利
便
性
を
考
え
る
と

必
要
で
あ
る
。
設
置
に
は
国
の
基
準
を
満

た
す
必
要
が
あ
る
が
、
協
力
し
て
く
れ
る

企
業
も
あ
る
と
思
う
の
で
、
先
ず
は
現
地

調
査
を
し
て
、
可
能
な
場
所
の
特
定
を
し

て
、
企
業
に
働
き
か
け
る
。

質
問

平
成
23
年
度
の
5
大
が
ん
の
検

診
率
は
決
し
て
高
い
数
字
と
は
い
え
な
い
。

が
ん
の
宣
告
を
受
け
た
患
者
の
苦
悩
は
大

き
い
。
家
族
の
経
済
的
負
担
に
関
す
る
不

安
や
仕
事
に
対
す
る
不
安
等
肉
体
的
、
精

神
的
な
負
担
は
計
り
知
れ
な
い
。
健
康
だ

か
ら
検
診
を
受
け
る
必
要
性
を
勧
奨
・
啓

発
す
べ
き
で
あ
る
。
今
は
、
早
期
発
見
で

6
割
が
完
治
す
る
時
代
で
あ
る
。
検
診
内

バ
ス
停
整
備
と
が
ん
検
診
対
策
を

Question 9

堤　

利
夫
議
員

容
に
よ
っ
て
は
要
精
密
検
査
の
割
合
も
高

い
。
市
と
し
て
、
検
診
率
向
上
対
策
と
し

て
、
推
進
協
議
会
を
設
置
し
、
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

市
長

確
か
に
高
い
検
診
率
と
は
い
え

な
い
。
市
民
の
健
康
管
理
の
た
め
に
、
現

在
の
取
り
組
み
以
上
の
対
応
が
必
要
と
思

う
の
で
、
少
し
時
間
を
い
た
だ
い
て
、
研

究
し
て
い
く
。

東藤沢 7丁目の砂利道の私道を市長と共に現地視察

環境整備が待たれるバス停
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質
問

入
間
川
に
架
か
る
中
橋
に
つ
い

て
。
①
耐
震
診
断
の
日
程
と
内
容
は
。
②

長
寿
命
化
計
画
の
策
定
は
。
③
歩
道
の
拡

充
は
修
繕
と
両
立
す
る
か
。
④
国
の
『
防

災
・
減
災
対
策
』
の
対
象
と
な
り
得
る
か
。

都
市
建
設
部
長

①
平
成
25
年
度
に
実

施
、
落
橋
防
止
や
橋
脚
補
強
等
。
②
本
年

度
中
完
了
す
る
。
③
歩
道
拡
幅
や
切
下
げ

と
併
せ
た
方
が
経
済
的
で
、
両
立
す
る
。

④
国
庫
補
助
事
業
と
し
て
実
施
で
き
る
。

質
問

入
間
市
地
域
の
経
済
に
つ
い
て
。

①
宮
寺
の
大
型
商
業
施
設
の
影
響
は
。
②

新
政
権
の
景
気
対
策
へ
の
期
待
は
。
市
と

し
て
の
、③
雇
用
対
策
や
④
企
業
誘
致
は
。

環
境
経
済
部
長

①
市
内
に
は
既
に
大

型
店
が
30
以
上
あ
る
。
法
人
市
民
税
、
知

名
度
上
昇
等
の
波
及
効
果
も
。
年
間
600
万

人
以
上
の
集
客
の
、
市
内
へ
の
誘
導
が
課

題
。
②
製
造
業
中
心
の
、
地
域
経
済
の
好

転
を
期
待
。
③
合
計
16
の
事
業
を
行
っ
て

い
る
。
例
と
し
て
、
近
隣
の
6
大
学
と
企

業
合
同
説
明
会
の
開
催
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
へ
の
補
助
、
『
ふ
る
さ
と
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
』の
国
へ
の
誘
致
要
望
が
あ
る
。

④
工
業
団
地
の
空
地
は
少
な
く
、
物
流
関

係
の
大
規
模
用
地
の
問
い
合
わ
せ
は
あ
る
。

　

質
問

旅
券
の
発
給
業
務
に
つ
い
て
。

①
県
内
の
権
限
移
譲
の
自
治
体
の
現
状
は
。

②
市
の
申
請
・
交
付
の
窓
口
開
設
の
予
定

は
。
③
利
用
す
る
市
民
の
見
込
み
数
は
。

市
長

①
条
件
が
撤
廃
さ
れ
、
全
市
町

村
で
可
能
と
な
っ
た
。
30
市
町
村
が
移
譲

済
。
②
平
成
26
年
度
中
。
経
費
一
部
は
県

よ
り
交
付
さ
れ
る
。
私
の
選
挙
公
約
の
休

日
開
庁
で
も
検
討
。
③
県
の
資
料
で
は
、

入
間
市
民
の
申
請
実
績
は
年
間
5
千
件
。

中
橋
・
地
域
経
済
・
旅
券
の
発
給
業
務

Question 10

宮
岡 

治
郎
議
員

質
問

入
間
市
の
学
校
教
育
に
お
け
る

現
状
認
識
と
課
題
は
。

教
育
長

子
ど
も
未
来
室
事
業
、
小
中

連
携
教
育
等
に
よ
り
、
故
郷
を
愛
す
る
心

の
育
成
、知
徳
体
の
向
上
が
進
ん
で
い
る
。

「
日
本
一
の
教
育
都
市
」
を
め
ざ
し
、
学

校
力
、
教
育
の
質
の
向
上
に
向
け
、
さ
ら

に
施
策
推
進
を
図
り
た
い
。

質
問

入
間
市
が
直
接
被
災
す
る
場
合

だ
け
で
な
く
、「
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
」

の
よ
う
な
遠
隔
地
・
広
域
災
害
に
よ
り
影

響
を
受
け
る
場
合
も
考
慮
し
、
多
面
的
な

備
蓄
確
保
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
、
見
解
は
。

市
長

流
通
備
蓄
の
協
定
締
結
先
・
数

量
等
の
拡
充
、物
流
事
業
者
等
と
の
連
携
、

市
民
・
自
主
防
災
会
へ
の
備
蓄
呼
び
か
け
、

緊
急
輸
送
道
路
の
点
検
整
備
等
を
検
討
。

質
問

学
校
以
外
の
公
共
施
設
に
つ
い

て
、
耐
震
化
の
取
り
組
み
状
況
は
。

市
長

市
役
所
本
庁
舎
・
市
民
会
館
・

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
・
市
民
体
育
館
等
6

施
設
で
耐
震
診
断
を
実
施
し
た
。
い
ず
れ

も
耐
震
性
不
足
と
指
摘
さ
れ
、
市
民
体
育

館
以
外
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
新
年
度
に

財
源
配
分
の
「
優
先
順
位
」
見
直
し
を

Question 11

山
本 

秀
和
議
員

耐
震
二
次
診
断
を
実
施
予
定
。
黒
須
・
高

倉
・
東
町
公
民
館
も
耐
震
性
不
足
の
た
め
、

今
後
方
向
性
を
検
討
。

質
問

財
政
の
持
続
可
能
性
、
子
ど
も

た
ち
の
未
来
、
市
民
の
安
心
安
全
の
確
保

等
の
観
点
か
ら
、
施
策
選
択
・
財
源
配
分

に
か
か
る
「
優
先
順
位
」
を
見
直
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

市
長

事
務
事
業
評
価
、
行
政
改
革
で

対
応
し
て
き
た
。
平
成
26
年
度
予
算
編
成

に
向
け
て
、
さ
ら
に
見
直
し
を
進
め
る
。

中橋は、歩道の拡幅や切下げが、
補強工事と共に見込める。

民生費
衛生費

総務費

総務費
予備費

諸支出金

公債費
教育費

消防費

土木費

労働費
農林
水産業費

商工費

平成25年度　入間市一般会計【歳出】

民生費（福祉経費）が歳出の40%以上。今後、人口高齢化によりさ
らに増加します。一方で、歳入の劇的な増加は見込めないので、矢
印の方向へ他の政策分野を圧迫することになります。
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改選後の
初議会　

第２回臨時会
　

3
月
29
日
の
任
期
満
了
に
伴

う
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
は
、

3
月
17
日
に
投
開
票
が
行
わ

れ
、
新
し
く
22
人
の
議
員
が
誕

生
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
改
選
後
の
初
議
会
を

4
月
11
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

議
会
人
事

　

改
選
後
の
初
議
会
に
お
い
て
、
正
副
議

長
選
挙
、
議
席
の
決
定
、
常
任
委
員
等
の

選
出
を
行
い
、
さ
ら
に
議
会
選
出
監
査
委

員
の
選
任
議
案
に
同
意
し
ま
し
た
。

議
長
に

　
　

宮
岡　

治
郎
氏

副
議
長
に

　
　

永
澤
美
恵
子
氏

　
　
　
　
　

を
選
出

　

四
月
臨
時
会
に
お
い
て
、
議
長
な
ら
び

に
副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
市
民

の
皆
様
の
負
託
に
応
え
、
公
正
で
公
平
な

議
会
運
営
に
努
め
、
分
か
り
や
す
い
議
会
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。議
会
の
役
割
は
、

地
域
住
民
の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ
、

行
政
施
策
の
監
視
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と

で
あ
り
ま
す
。
従
来
か
ら
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
議
会
改
革
を
議
員
各
位
と
の
連
携

と
協
力
に
よ
り
深
め
、
開
か
れ
た
議
会
を

更
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

議長
宮岡　治郎氏

就
任
の
あ
い
さ
つ副議長

永澤美恵子氏

監
査
委
員
に

　
　
　

近
藤
常
雄
氏

埼
玉
西
部
消
防
組
合
議
会
議
員

　

向
口　

文
恵　
　

宮
岡　

治
郎

　

近
藤　

常
雄

埼
玉
県
都
市
競
艇
組
合
議
会
議
員

　

金
子　

俊
雄

入
間
西
部
衛
生
組
合
議
会
議
員

　

安
道　

佳
子　
　

末
次　
　

正

　

山
本　

秀
和　
　

平
山　

五
郎

　

駒
井　
　

勲　
　

金
子　

俊
雄

瑞
穂
斎
場
組
合
議
会
議
員

　

小
出　
　

亘　
　

永
澤
美
恵
子

　

杉
山　

捷
治

総
務
常
任
委
員
会

◎
横
田　

淳
一　

○
杉
山　

捷
治

　

安
道　

佳
子　
　

末
次　
　

正

　

山
本　

秀
和　
　

野
口　

哲
次

　

平
山　

五
郎　
　

近
藤　

常
雄

都
市
経
済
常
任
委
員
会

◎
小
島　

清
人　

○
鈴
木　

洋
明

　

吉
澤
か
つ
ら　
　

関
谷
真
奈
美

　

金
澤　

秀
信　
　

駒
井　
　

勲

　

金
子　

俊
雄

福
祉
教
育
常
任
委
員
会

◎
向
口　

文
恵　

○
紺
野　

博
哉

　

小
出　
　

亘　
　

石
田　

芳
夫

　

松
本　

義
明　
　

永
澤
美
恵
子

　

宮
岡　

治
郎

議
会
運
営
委
員
会

◎
平
山　

五
郎　

○
横
田　

淳
一

　

安
道　

佳
子　
　

吉
澤
か
つ
ら

　

向
口　

文
恵　
　

関
谷
真
奈
美

　

金
澤　

秀
信　
　

小
島　

清
人

　

駒
井　
　

勲

議
会
広
報
委
員
会

議
会
図
書
室
運
営
委
員
会

◎
小
島　

清
人　

○
末
次　
　

正

　

安
道　

佳
子　
　

関
谷
真
奈
美

　

野
口　

哲
次　
　

鈴
木　

洋
明

　

紺
野　

博
哉　
　

杉
山　

捷
治

　

横
田　

淳
一

議
会
防
災
検
討
委
員
会

　

小
出　
　

亘　
　

末
次　
　

正

　

松
本　

義
明　
　

野
口　

哲
次

　

駒
井　
　

勲

農
業
委
員
会
委
員

　

吉
澤
か
つ
ら　
　

金
澤　

秀
信

　

横
田　

淳
一　
　

小
島　

清
人

◎
は
委
員
長　

○
は
副
委
員
長
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写
真

～ 凡　例 ～

※（ ）の内数字は当選回数

会派名・（※）
氏　　名
住　　所
電話番号

抱　
　
　
　
　
　

負

　

福
祉
充
実
、
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
で
、

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
安
心
し
て
住

み
続
け
ら
れ
る
入
間
市
を
め
ざ
し
ま
す
。

日本共産党入間市議団 （3）
吉澤　かつら
豊岡4‐6‐18

バーデンハイム1‐203
☎2964‐0208

　

小
中
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
、
介
護

保
険
料
・
国
保
税
の
負
担
軽
減
な
ど
の
公

約
実
現
の
た
め
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

日本共産党入間市議団 （2）
小出　亘

仏子1170‐4
☎2932‐7884

　

く
ら
し
福
祉
応
援
で
年
を
重
ね
て
も
安

心
し
て
く
ら
せ
る
入
間
市
を
つ
く
れ
る
よ

う
み
な
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
頑
張
り
ま
す
。

日本共産党入間市議団 （3）
安道　佳子

久保稲荷4‐4‐18
☎2962‐8082

　

一
人
一
人
の
声
を
大
切
に
し
て
、
健
康

的
で
住
み
よ
い
街
づ
く
り
に
全
力
投
球
し

て
ま
い
り
ま
す
。

公明党入間市議団 （2）
向口　文恵

上藤沢406‐14
☎2965‐0170

　

小
中
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
、
安
心

し
て
長
生
き
で
き
る
な
ど
、
生
活
支
援
の

ま
ち
づ
く
り
に
全
力
を
尽
し
ま
す
。

日本共産党入間市議団 （10）
石田　芳夫

上藤沢688‐8
☎2964‐4048

　

市
民
の
生
活
と
安
全
の
た
め
に
、「
町

の
御
用
聞
き
」
と
し
て
、「
一
人
の
声
」

を
市
政
に
届
け
て
ま
い
り
ま
す
。

公明党入間市議団 （1）
末次　正

南峯258‐2
☎2936‐0869

　

次
世
代
に
受
け
継
が
れ
る
農
業
政
策
を

提
案
し
ま
す
。市
民
の
皆
様
に
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
け
る
市
政
を
目
指
し
ま
す
。

みらい市民クラブ （2）
関谷　真奈美

上藤沢247‐12
☎2962‐3213

　
「
未
来
」
に
視
点
を
置
い
て
、
こ
ど
も

た
ち
の
夢
が
叶
う
教
育
と
、
健
全
で
自
立

し
た
行
財
政
運
営
に
取
り
組
み
ま
す
。

みらい市民クラブ （3）
山本　秀和
東町4‐3‐5
第2田中荘201
☎2962‐0360

　

す
べ
て
は
入
間
市
の
未
来
の
た
め
に
！

福
祉
の
現
場
経
験
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
取
り
組
み
ま
す
。

みらい市民クラブ （1）
松本　義明

宮寺2925‐204
☎2934‐4308

　

誰
も
が
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け

て
、
行
政
改
革
を
進
め
財
源
を
つ
く
り
、

福
祉
、
教
育
の
施
策
を
充
実
し
ま
す
。

市民フォーラム （4）
野口　哲次

春日町2‐14‐7‐311
☎2963‐0309

　
「
奉
仕
と
感
謝
」
を
胸
に
、
市
民
の
皆

様
の
命
と
健
康
・
暮
ら
し
・
安
心
安
全
を

守
る
為
に
、
全
力
で
働
い
て
参
り
ま
す
。

公明党入間市議団 （3）
金澤　秀信

東藤沢4‐7‐3
☎2965‐8587

員

介
これから
の抱負！
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～ 任　期 ～

平成25年3月30日
から

平成29年3月29日
（4年間）

～ 定　数 ～
22人

　

今
こ
そ
、
前
進
す
る
と
き
。
み
な
さ
ん

の
声
を
市
政
に
と
ど
け
「
安
心
・
安
全
の

ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
ま
す
。

入間自民クラブ （1）
紺野　博哉

東町5‐6‐10
☎2962‐0415

　

ひ
と
り
の
声
に
真
剣
に
耳
を
傾
け
、
希

望
の
持
て
る
街
、
努
力
が
報
わ
れ
る
社
会

の
構
築
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

公明党入間市議団 （3）
永澤　美恵子

二本木518‐4
☎2934‐4659

　

み
ん
な
で
創
ろ
う
！
い
る
ま
新
時
代
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
元
気
と
パ
ワ
ー
と
明
る
さ

を
入
間
市
の
未
来
に
使
っ
て
参
り
ま
す
。

入間自民クラブ （1）
鈴木　洋明

下藤沢859
☎2964‐3549

　

市
民
の
皆
様
の
声
を
聞
き
、
行
政
に
反

映
し
、
行
政
の
監
視
役
と
し
て
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
街
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

入間自民クラブ （2）
小島　清人
河原町8‐5

フォルム飛和201
☎2965‐0543

　

市
民
の
声
を
市
政
に
届
け
、
民
意
を
反

映
で
き
る
入
間
市
を
創
る
。

入間自民クラブ （1）
杉山　捷治

扇台5‐9‐10
☎2964‐2344

　

市
民
の
皆
様
の
声
を
市
政
へ
反
映
し
、

安
全
で
・
心
豊
か
な
地
域
社
会
、「
元
気
な
」

街
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

入間自民クラブ （2）
横田　淳一

野田677
☎2932‐2502

　

み
ん
な
で
創
ろ
う
、安
全
安
心
な
入
間
。

市
民
目
線
に
立
っ
て
、
住
み
良
い
街
づ
く

り
を
め
ざ
し
、
行
政
改
革
を
進
め
ま
す
。

入間自民クラブ （6）
駒井　勲

豊岡3‐3‐17
☎2962‐2218

　

市
民
の
安
全
安
心
を
守
り
行
財
政
改
革

を
始
め
環
境
教
育
福
祉
の
充
実
、
地
域
の

整
備
等
入
間
市
を
元
気
な
街
に
し
ま
す
。

入間自民クラブ （3）
平山　五郎

南峯367‐2
☎2936‐0758

　

市
民
の
多
様
な
意
見
を
尊
重
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
暮
ら
し
に
柔
軟
に
対
応
で
き

る
、入
間
市
議
会
と
市
政
を
目
指
し
ま
す
。

入間自民クラブ （5）
宮岡　治郎

仏子357‐1
☎2932‐1166

　

地
域
社
会
創
造
の
為
、
市
民
力
・
地
域

力
を
高
め
、
協
働
で
安
全
・
安
心
な
元
気

な
入
間
を
前
進
さ
せ
ま
す
。

入間自民クラブ （6）
近藤　常雄

宮寺1899‐5
☎2934‐2311

　

環
境
・
教
育
・
福
祉
の
充
実
に
努
力
し
、

安
全
・
安
心
で
暮
ら
せ
る
街
づ
く
り
を
市

民
の
皆
様
と
協
働
で
築
い
て
い
き
ま
す
。

入間自民クラブ （6）
金子　俊雄

小谷田1421
☎2962‐3620

会議の模様がご覧いただけるおもな方法
①傍聴
市議会の本会議は公開されており、誰でも傍聴できます。
事前予約は不要です。当日、市庁舎 5階の西側エレベー
ター前にある傍聴受付で住所・氏名・年齢等を記入のうえ、
傍聴券の交付を受け傍聴席へお入りください。定員は先
着 60人です。
②ケーブルテレビ放映（録画放送）
議会開催日当日の午後 6時から、入間ケーブルテレビ
「111チャンネル」で、本会議の模様を録画全面放送して
います。
③会議録
入間市議会図書室、市役所 1階市政情報コーナー、市立
図書館本館で会議録が閲覧できます。また、市議会ホーム
ページでも閲覧できます。

議

紹
聞いて
みました！
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私
は
、
こ
の
入
間
で
生
ま
れ
入
間
育
ち

の
入
間
っ
子
で
す
。

　

私
の
子
ど
も
が
、
私
の
母
校
に
通
う
時

は
と
て
も
懐
か
し
く
嬉
し
か
っ
た
の
を
覚

え
て
い
ま
す
。

　

私
も
子
ど
も
と
一
緒
に
楽
し
む
気
持
ち

で
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
先
生
方
の
生
徒
へ
の
思
い
、
考

え
方
な
ど
身
近
に
知
る
こ
と
が
で
き
と
て

も
良
か
っ
た
で
す
。
学
校
、
地
域
の
方
々

と
連
携
し
生
徒
達
が
安
全
に
よ
り
充
実
し

た
学
校
生
活
と
な
る
よ
う
皆
で
協
力
し
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
私
自
身
も
沢
山
の

事
を
学
び
、
何
よ
り
活
力
を
い
た
だ
け
た

気
が
致
し
ま
す
。

　

こ
う
し
た
活
動
も
、
入
間
っ
子
を
思
う

気
持
ち
か
ら
大
勢
の
方
々
の
ご
協
力
や
ご

理
解
が
得
ら
れ
成
り
立
っ
て
い
る
の
だ
と

感
じ
ま
し
た
。
地
域
の
子
ど
も
達
か
ら
高

齢
者
ま
で
人
を
思
い
や
る
優
し
い
心
を
大

切
に
し
、
絆
が
拡
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。

　入間市教育委員会では、校長会と協力して、入間
市の特性である地場産業の狭山茶を教材にして、ふ
るさと入間を愛する心の育成に努めています。狭山
茶とふれあう教育では、そのねらいとして、お茶と
ふれあいながらふるさと入間に誇りを持つ子どもの
育成を目指しています。また、「日本人の心」の教
育の充実を図り、国際化・グローバル化社会をたく
ましく生き抜く児童・生徒を育成しています。
　今年度、新たな取組として市内 3つの中学校で、
「盆点前」を導入した茶道の授業を実施しました。
平成 24年度は、上藤沢中学校・東町中学校・野田
中学校の 1年生約 400 人が、年間 13 時間の授業
に取り組みました。平成 25 年度は 8 校約 1000
人（上記 3校に加えて豊岡中・金子中・西武中・黒
須中・東金子中）平成
26 年度は市内全 11
校約 1400 人（上記
に加えて武蔵中・藤沢
中・向原中）が茶道の
授業を実施する予定で
あります。

◎宮岡　治郎　○向口　文恵　　吉澤かつら
　関谷真奈美　　堤　　利夫　　横田　淳一
　小島　清人　　平山　五郎

◎は委員長　○は副委員長

※日程については、変更する場合もありますので、
　議会事務局へお問い合わせ下さい。
　　　2964-1111　内線5112・5113

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
通
し
て

 

長
谷
川
浜
子

野　

田

狭山茶と
ふれあう教育

○ 5月29日（水）開会
○ 6月 3日（月）総括質疑
○ 6月 4日（火）総務常任委員会
○ 6月 5日（水）都市経済常任委員会
○ 6月 6日（木）福祉教育常任委員会
○ 6月10日（月）一般質問
○ 6月11日（火）一般質問
○ 6月12日（水）一般質問
○ 6月20日（木）閉会

6
月
定
例
会
日
程
案

市
民
の
声

市
民
の
声

いる
ま市

訂正　前号（No.161）3ページの条例掲載記事のうち、議案第108号の賛否状況で「全員一致」とあるのは誤りで、正しくは「賛成多数」でし
　　　た。お詫びして訂正します。

議会広報委員会

　

私
が
入
間
に
住
ん
で
52
年
と
な
り
、
か

つ
て
平
成
18
年
か
ら
20
年
ま
で
第
5
次

「
入
間
市
振
興
計
画
審
議
会
」の
メ
ン
バ
ー

と
し
て
委
員
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
将
来
都
市
像
「
香
り
豊
か
な
緑
の
文

化
都
市
」
を
テ
ー
マ
に
か
か
げ
Ａ
部
会
所

属
の
私
は
活
発
に
意
見
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
第
一
節
豊
か
な
心
ふ
れ
あ
う
ま
ち
。

第
二
節
幸
せ
を
わ
か
ち
あ
う
ま
ち
。討
議
、

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
、
今
後
の
入
間

市
を
幅
広
く
、
木
下
（前）
市
長
を
中
心
に
15

名
の
委
員
で
構
成
す
る
会
議
で
し
た
。
そ

の
中
で
体
験
し
学
ん
だ
事
は
、
一
市
民
と

し
て
今
後
の
社
会
・
地
域
を
幅
広
く
共
生
・

共
存
・
共
助
の
社
会
を
始
め
、
文
化
、
教

育
、
産
業
、
そ
の
内
、
地
場
産
業
に
力
を

入
れ
る
事
の
大
切
さ
を
知
り
ま
し
た
。

そ
う
し
た
互
助
精
神
を
胸
に
「
茶
の
都
い

る
ま
」
発
展
の
た
め
夢
多
き
入
間
市
を
目

ざ
し
、
日
夜
こ
の
町
い
る
ま
大
好
き
と
い

う
人
が
こ
れ
か
ら
も
二
陣
三
陣
と
増
え
て

い
く
こ
と
を
、心
か
ら
祈
り
期
待
し
ま
す
。

夢
と
緑
の
文
化
都
市
へ

ス
タ
ー
ト
！

山
本
文
夫（
会
社
員
）

仏　

子
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